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推薦の言葉

「サークルで上達するボールルーム・ダンス(ラテン編)」 のご出版おめで

とうございます。

前回の「サークルで上達するボールルーム・ダンス」に続き、今回はラテン

アメリカン・バージヨンの本を出版すると言うことで、どんな本になるのか

興0未深<、 そして、楽しみに待つていました。スタンダードの本はとてもの

かり易<、 またステップの意0未などもよくしらべてあり、「なるほどな、こう

ゆう本が欲しかつた」と思わせるものでした。今回のラテンもユニークで

わかりやす<、 この本を見てラテンダンスを皆さんが好きになっていただ

|すたら幸いだと思います。

神元夫妻とは、私達がまだプロになりたての頃からのお付き含いです。そ

の頃から3にいたるまで、お二人のダンスに対する情熱、勤勉な態度、探

究′卜、本当に頭の下がる思いです。その結果、この様な素晴らしい本を完

成させることができたのだと思います。

このラテン編の出版を,卜より祝い、多くの方々にこの本を読んで頂きたい

と切に思う次第です。皆様方のダンス人生に少しでもこの本がスパイスに

なればと思い、この本をダンスの友として皆様に推薦いたします。

玉城盛辰・富美子

2004年ηlり∃

追伸: 私たちダンス教師としては、「本は難し<読んでも分からない |」 、

「やつばり教室に行かな|すれば」、という方がいいのですが、まさに

この本は、“ライバル現わる !"です。



はじめに

ダンスフアンの編集部から「会議で企画が通りましたよ」とお矢□らせを頂

いたのは2月半ば過ぎの事でした。

サークル用の本「サークルで上達するボールルーム・ダンス」(モダン

編)を 2年前に自費出版したことがきつか|すで、読者の皆様からの「ラテン

の本は ?」 の声の多さに、はじめは「そんな無茶な !」 と二の足を踏んで

いたのですが…。ダンスフアンさんの熱′卜なアプローチに、その気になつ

たものの、まさか私共がラテンの本を手が|することになろうとは、信じら

れないことでした。サークル活動を始めてから25年。今までに積み上|ずて

きたレッスンの中から、これだ|す覚えられたらパーティで楽し<踊れるだろ

うナと思う種目やフィガーを選んでまとめてみようと覚悟し、取り掛かり

ました。大きな流れに後押しされて、無我夢中で進めて<る中、監修の玉

城先生ご夫妻はじめ、写真に出演いただいた先生方、サルサの小森先生

とサルサボールのLoLさん、朝霞のサークル員の皆さん、本当に大勢の方々

のご協力を頂いて完成することができました。この本はダンスを愛する多

くの人たちの,卜が、私共の手を通して一冊の形にして下さつたものです。

この機会を作つて<ださったダンスフアンのカロ茂さんはじめ、前著の読者

の皆様、ご協力<ださった皆様に,いより感謝し、お礼申し上げます。

なお、筆者の理解不足から生じた誤記や欠落などがありましたらご容

赦願います。また、本書がダンス教師資格取得のために書かれたものでな

いことを付記します。

2004年 11り∃

神元 誠・ス子



凡伊」とお断り

この本をか<にあたり、既存のダンス教本の形にとらわれず、「わかりやす<」「読みや

す<」 を,いがけました。そのため、教本にあるステップ毎の回転量や方向などの情報をあ

えて割愛しましたが、その―方で、そうした情報を局」の形で提供するよう努めました。

■ 名称について:

1.フィガー名には外国語を併記しました。

《注》 カタカナ表記はダンス教本の表記と同じでない所があります。

《注》 一部、独自のフィガーCをつけたのがあります。
2.フィガーに連番を使用しました。

■ ホールドについて:

正規のダンス用語を使用すると、字数が多<取られてしまうことがしばしばあります。そ

うした箇所を簡潔に済ませ、読みやす<するためのオリジナル表記《【  】で表記》を用い

ています。

【左右】 = 男性左手と女性右手のホールド。

【右右】 = 男性右手と女性右手のホールド

【右右/左左】 =【ダブル・ホールド】の別の形で、男性と女性は右手と右手、左手と左手

を取り、右手同士が左手同士の上に来ています。

【ダンス・ホールド】 = クローズド・フェイシング0ポジシ∃ン(クロース0フェイシング・ポジ

シ∃ン)を簡単にしました。

【ダブル0ホールド】 = 男性左手と女性右手、男性右手と女性左手の両手を取つた形

です。一般的には向かい含つた形です。

スクエア =【 ダンス0ホ ールド】で正面向かい含つて組んだ形。「正対する」も同じ。

正対 = スクエアに同じ。

PP = プロムナード0ポジシ∃ン

オープン0ポジシ∃ン = 片手を取り含い、向かい含つた形。オープン・フェイシング・ポ

ジシ∃ンともいいます。
*その他のホールドの形は写真や用語の説明を参照して<ださい。

■ 標準テンポ: 時代により変化しています。サークルのレベルや目的に含わせて使い分け

ましょう。

■ 音の長さ関係について
S = スロー (2/4の 時―拍、4/4の時二拍)

Q = クイック (スローの半分)

a = 「ア」と呼び、スローの 1/4の長さ。「スロー」や「η」、「2」 と共に使われます。

& = 「アンド」と呼び、クイックカウントの半分の長さ。「a」 と同義に使われることも

あります。
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ロ フットワー例こついて:

フィガーの説明ではレッスンをしている感じで「トウ」、「つま先」などの表現を使うように

しましたが、―部英語表記も用いています。

本書には―部、ダンス教本と異なるフットワークを示している箇所があります。そこは、現

代の踊り方ではその方が多用されていると思われる所です。また、教本により異なるフット
ワークが示されている場合、どちらか一方を取り上げているケースもあります。

B = ボール。足指のつけ根部分。踊りではトウが先につきます。

BF = ボール、フラット。ボールを使つてから足全体に体重が乗ります。

T = トウ。足の指のこと。

H = ヒール。かかとのこと。

1巨  = インサイド0エッジ。 トウ、ボール、フット(足全体)の内側部分。

■ 足型図について
0スタートの位置: 基本的に足型図の中に黒丸を入れて示しています。そこに足型図が

ないほうが見やすいと思われる所では省略しています。

・トウ、ボール: 両方同じ図を用いています。違いは説明文をお読み<ださい。また、足

型図は次の二通りを用いています。

(4)足の後ろ半分には細線を使用。

(2)足の前半分のみ《(1)の方法で見に<<なると思われる場所で使用》
0回転後の足: 回転前の足から矢E日 が出ています。また、細線を使用しています。

■ 写真について
・フィガー毎にできる限りの写真を載せ、足の動<方向を示す矢E日 を挿入しました。おおまか

ではありますが写真の読み取りに<い部分をカバーできると思います。

・説明文に対する写真が完全に一致しないケースがあります。いろいろな踊り方があるとご

理解<ださい。

・撮影はアマルガメーシ∃ン毎に異なるプロの先生方や仲間たちにお願いしました。スタイ

ルの違いをお楽しみ<ださい。

□ 回転量について

ラテンではスタンダード(モダン)のように移動することが少ないため、厳密な回転量が

要求されません。そのため、説明文中には、「必要 !」 と思われる所以外はあまり触れない

ようにしました。一方、足型図にはできる限り基本の正確な回転量を反映するように努力し

ました。

■ 【前に<る主なフィガー】 【後に続<主なフィガー】

ここでは―例として数種類のフィガーのみを紹介していますが、それ以外にも多数あり

ます。
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